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作品タイトル（20～40字程度）
－サブタイトル（20～40字程度）－
提出者氏名Name（会社名or大学名）
使用プログラム名：プログラムA、プログラムB
［大見出しタイトル］概要   

1. ［大見出しタイトル］はじめに   
［本文］この文書はMicrosoft Word用のテンプレートになっています。
この書式にしたがって技報の原稿を作成してください。ページ設定や書式は変更しないでください。
2. テンプレートについて

このテンプレートでは、用紙サイズ（A4縦置き）、余白（上下左右の余白すべて20mm）が設定されています。
本文は1段組となります。
3. 本文の書き方

本文は原則として1段組（目安は1行あたり46字）でお書きください。タイトルから本文までを含め、全体で2ページ以上10ページ以内とします。
3.1. ［小見出しタイトル］フォントについて

使用するフォントは原則としてこのテンプレートに従ってください。
（1） フォントの種類：このテンプレートでは、和文は見出しのみMSゴシック（太字）、その他は明朝体、英文はすべてTimes New Romanとなっています。

（2） フォントの大きさ：

タイトル
16（和）／英（15）

大見出し
14（和）／英（14）

小見出し
12（和）／英（12）

著者名
11（和、英）

要旨
10（和、英）

本文
11（和、英）

3.2. 図表について

図表の番号は、次の例を参考に図1、 表1などとしてください。図はカラーでもモノクロでもOKです。原則として、図キャプションは図の下、表キャプションは表の上に表示してください。
図表の配置例：
[image: image3.wmf])
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図1　図のキャプション　　　
表1　本テンプレートにおけるフォントのサイズ

	Part
	Font size (point)

	Title (Japanese)
	16


	Title (English)
	15

	Author
	11

	Abstract
	10

	Body
	11


3.3. 数式について

[image: image1.png]


数式にはこの例のように右側に参照用の番号をつけてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1)
3.4. 参考文献について

参考文献は本文中で引用された順に採番し、カッコ付きで1）、2）、3）などと表示してください。
著書名、 書名、 発行所名、 発行年（西暦）[、 頁]の順に記載してください。
4. まとめ

以上、本テンプレートにしたがって原稿作成をお願いいたします。
参考文献
1)著者名，“標題，”雑誌名，巻，号，pp.を付けて始め-終りのページ，月年．
2)著者名，“標題，”雑誌名，巻，号，pp.を付けて始め-終りのページ，月年． 
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